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こ
ん
に
ち
は
。
消
費
税
は
「
安
定
財
源
の
確
保
」
や
「
社
会
保
障
対
策
」
を
理
由
に
導
入
さ
れ
、
安
倍

首
相
も
「
消
費
税
収
は
、
社
会
保
障
に
し
か
使
い
ま
せ
ん
」
と
２
０
１
３
年
１０
月
の
記
者
会
見
で
大
見

え
を
切
り
ま
し
た
が
、
安
倍
政
権
が
誕
生
し
て
か
ら
の
６
年
間
で
年
金
、
医
療
、
介
護
の
制
度
改
悪
、
高

齢
化
で
必
要
な
予
算
の
カ
ッ
ト
な
ど
で
社
会
保
障
予
算
は
、
３
・
９
兆
円
も
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
が
、
防

衛
費
は
毎
年
増
え
つ
づ
け
５
兆
円
を
突
破
し
、「
社
会
保
障
の
た
め
」
と
い
う
の
は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
で
す
。 

 

消
費
税
は
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
に
課
税
さ
れ
る
た
め
、
所
得
の
低
い
人
ほ
ど
負

担
が
重
い
税
金
で
、
増
税
の
た
び
に
国
民
の
消
費
が
落
ち
込
み
景
気
の
悪
化
を
招
い
て
き
ま
し
た
。 

安
倍
首
相
は
来
年
の
増
税
の
際
、
食
料
品
な
ど
の
税
率
を
据
え
置
く
複
数
税
率
の
導
入
や
カ
ー
ド
利
用

で
「
ポ
イ
ン
ト
還
元
」
を
お
こ
な
う
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
制
度
が
複
雑
で
国
民
や
小

売
業
界
な
ど
か
ら
も
疑
問
と
不
安
の
声
が
上
が
る
な
ど
、
混
乱
が
今
か
ら
広
が
っ
て
い

る
消
費
税
の
増
税
は
き
っ
ぱ
り
中
止
す
る
べ
き
で
す
。 

 １２月定例市議会は、１２月４日開会予定で準備がす

すめられています。 

 １２月定例市議会では、一般会計や特別会計の補正予

算、条例の一部改正などが提案され、 

請願の審査もおこなわれる予定です。 

 １２月定例市議会の日程を決める 

議会運営委員会は、１１月２９日に 

開かれます。 

 一般質問は、１２月６日からおこ 

なわれる予定です。 

 経済建設常任委員会は、京都府南丹市につづいて三重県伊賀市の地域が

一体となって取り組む、獣害鳥獣対策について視察をおこないました。 

三重県伊賀市は、平成１６年（２００４）に６市町村が合併し、面積は

５５８．２３㎢、人口９０，５８１人です。（市域の６２％が山林） 

    伊賀市では、地域が一体となり、追い払い、捕獲、多獣種防護柵（おじ

ろ用心棒）の設置などで、被害を大きく減少させていました。 

  多獣種防護柵は、シカ、イノシシ、サルにも効果があり、移動式の捕獲

檻にカメラをつけ、動物が檻に入れば画像をスマホで確認できる遠隔監

視・操作システムが使われており、一度に多数捕獲できるとのことでした。 

 沼須町の（仮称）利南運動広場の起工式が１７日、建設予定地でおこな

われ、野球場１面、テニスコート８面、約１㌔のジョギングコース、芝生

広場などを建設する工事がはじまりました。 

 （仮称）利南運動広場の土木工事 

は、４億７，５２０万円で沼田・三 

川・沼建特定工事共同企業体がおこ 

ない、建築工事は、１１億４，９１ 

２万円で萬屋・オーケン・角屋特定 

工事共同企業体がおこないます。 

 完成予定は、２０２０年２月を予 

定しています。 

 昭和村議選が１１月２７日告示、１２月２日投票でお

こなわれます。 

         日本共産党は、林幸司議員（写真）

の議席を守るため全力で取り組んで

います。ご支援をお願いいたします。 

         林幸司議員は、４９億円の基金を活

用し、給食費の無料化や安心して介護

が受けられるよう高齢者福祉の充実

など、くらしと福祉を守るため、住民

の声を村政に届け全力を尽くします。 

上古語父の会津街道 

 会津街道の起点は、下之町の本 

町通りと御馬出し通りの交差点で、 

江戸時代にはこの場所に高札場が 

ありました。 

尾瀬を越えて会津に通じるこの 

道の起源は不明ですが、片品村に「土井出庄」が置かれてい

たことから、平安末期には東山道からわかれた尾瀬越えの道

が利用されていたと考えられています。 

 街道として整備されたのは真田信之の時代で、会津の上杉

氏に備え、片品村戸倉に関所がもうけられ、関所はその後、

関東守備のため幕府直属の代官支配となったり、追貝に刎橋

を架けるなどこの道は軍事上重要視されていきました。 

 上古語父の会津街道沿いには、道祖神（享保１４年）、高さ

２８７㌢の大きな馬頭観音の文字塔（嘉永４年）などが今も                

残されています。 

            岩室の十二山神社 

            岩室の十二山神社は、生枝との境近く

にあり、地域の人たちから篤く信仰され

てきました。 

           昔はお祭りの時や病気をした人が塩

を奉納し、この塩で漬物をつけると味が

変わらないといわれていました。 

 


